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色彩りとりの藤の中

風をいつばい暖込み

元気に泳<‘‘こいのほり

猿が滝公園を地域の憩いの場にしようと数年前から、白

寿会のメソバーが中心となり公園を管理、そ して、老人と

子供たちとの交流の場を象徴するかのように、今年も色彩

りどりの藤が咲く中、風をおなかいっばい吸込み、元気に

こいのぽりが泳いでいます。

今年は公園の中央部に立派な休憩所も完成 し、年々公園

の整備も進みつつあり、今では町外からも藤を見物に訪れ

る人を見かける ようになりました。

今月号の主な内容 町民のうごき
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人 口

男

女

世帯数

3,484人 (+5) 

1,694人(+9) 

1,790人(-4) 

1,000某 (+11) 

（平成 4年 4月30日現在）
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一

風の憩い公園に完成した風車

四
月
四
日
雨
の
中
、
正
山
風
の
会

の
メ
ソ
バ
ー
十
数
人
が
、
「
風
の
憩

い
公
園
」
に
集
ま
り
、
オ
ラ
ソ
ダ
式

風
車
を
労
力
奉
仕
で
完
成
さ
せ
ま
し

こ。t
 こ

の
風
車
は
、
心
に
風
を
起
こ
し

意
識
改
革
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
そ
う
と
、
ふ
る
さ
と
創
生
資

金
を
利
用
し
、
今
年
の

三
月
か
ら
エ

事
を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。

建
物
は
、
内
部
を
六
本
の
電
柱
で

支
え
た
六
角
形
の
木
造
で
す
。
外
部

は
モ
ル
タ
ル
及
び
、
ソ
ソ
グ
ル
瓦
葺
で

高
さ
が
六
メ
ー
ト
ル
幅
三

・
五
メ
ー

”
ト
ル
で
和
風
公
園
の
中
に
オ
ラ
ソ
ダ

の
風
車
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

ォ
＿フ

羽
根
車
は
直
径
が
約
六
メ
ー
ト
ル

で
す
が
、
地
域
の
出
身
者
が
経
営
さ

れ
て
い
る
愛
知
県
安
城
市
の
上
岡
機

工
で
製
作
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
風
車
に
は
、
小
型
モ
ー
タ
ー

が
設
置
し
て
あ
り
、
羽
根
車
は
電
動

で

一
分
間
に

二
回
転
半
し
ま
す
。

事
業
費
は

二
百
七
十
万
円
で
す
。

羽
根
車
の
取
付
作
業
が
終
わ
る
と
、

大
野
町
長
ら
が
出
席
し
て
完
成
式
が

行
わ
れ
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
羽

根
車
が
ゆ
っ
く
り
回
転
し
、
メ
ソ
バ
ー

た
ち
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
の
イ
ベ
ソ
ト
等
の
催

し
物
が
行
わ
れ
る
時
に
ス
イ
ッ
チ
が

入
れ
ら
れ
ま
す
。

車
完
成

肱
川
町
出
身
者
の

親
睦
団
体
、
『
肱
川

会
』
は
現
在
、
東
京
・

京
阪
神
・
東
海
・
松

山
の
四
地
区
に
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、
親
睦
．

交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

こ
の
た
び
京
阪

神
肱
川
会
の
中
野
会

長
よ
り
、
次
の
よ
う

な
会
員
募
集
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
ぎ
ま
し

こ。t
 

『
皆
さ
ん
、
大
阪
に

京
阪
神
肱
川
会
が
あ

る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
八
年
前
に
創

立
さ
れ
当
初
会
員
は

五

0
0名
を
数
え
ま

し
た
が
、
そ
の
後
転
居
等
で
会
員
は

少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。
京
阪

神
肱
川
会
で
は
、
現
在
新
し
く
会
員

名
簿
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
京
阪
神
肱
川
会
は
肱
川
町
出
身

者
の
親
睦
や
肱
川
町
と
の
交
流
を
目

的
に
、
毎
年
十
月
に
総
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
今
年
も
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
々
に
出
席
し
て
頂
ぎ
た
い
と
願
っ

各地区肱川会会員募集

京阪神肱川会 の

中野会長

て
い
ま
す
。

i

肱
川
の
後
継
者
も
参
加
し

．
 

皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
一
芦
佑
i

た
二
月
の
パ
ソ
コ
ソ
全
国
農

方
て
、
大
阪
近
辺
に
お
住
ま
い
て
京
．

＿

＿

業
/
0
、
、
ノ
ト
の
報
告
書
を
読

阪
神
肱
川
会
を
ご
存
知
で
な
い
方
、
一
日
閲
/
ん
だ
流
域
グ
リ
ソ
ト
ピ
ア

ま
た
、
最
近
、
大
阪
・
京
都
・
兵
庫
・
~
開
局
の

「ひ
ば
り
ネ
ッ

ト

」

．
 

和
歌
山
・
滋
賀
の
各
府
県
に
転
出
さ
~
主
催
で
全
国
初
の
試
み
、
テ
ー
マ
は

．
 

れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
連
~
「
農
と
食
の
安
心
を
考
え
る

。

」
生

絡
下
さ
い
。

i

命
に
食
べ
物
が

一
番
関
係
が
あ
る
こ

．
 

な
お
、
会
費
は
各
種
催
し

へ
の
参
~
と
は
言
を
待
た
ぬ
。
風
土
に
根
ざ
し

．
 

加
会
費
等
を
除
き
無
料
で
す
。
』

i

た
食
生
活
、
食
の
文
化
を
急
変
さ
し
、

~
儲
か
ら
ぬ
も
の
を
切
捨
て
、
農
薬
に

京
阪
神
肱
川

会
を
始
め
各
地
区
肱
~
よ
っ
て
効
率
を
高
め
て
き
た
結
果
は

．
 

川
会
へ
の
加
入
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
~
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
安心I
I

• 

て
い
ま
す
。
~
無
農
楽
、
有
機
栽
培
の
方
程
式
は
あ
っ

• 

連
絡
先
は
肱

川
町
役
場
風
お
こ
し
~
て
も
所
得
と

い
う
答
え
が
で
て

こ
な

．
 

対
策
室
か
各
地
区
肱
川
会
事
務
局
ま
~
い
。
農
薬
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

．
 

で
。

~
有
吉
佐
和
子
「
複
合
汚
染
」
を
再
読

．
 

0

京
阪
神
肱
川
会
~
し
た
。
輪
廻
転
生
を
思
わ
ず
に
は
い

．
 

〒
諏
大
阪
府
吹
田
市
青山
台
~

ら
れ
な
い
。
個
別
汚
染
が
複
合
し

生

• 

四
丁
目
三
番
C
I

六
—

1
0
九
~
物
に
吸
収
濃
縮
さ
れ
る
。
食
物
連
鎖

．
 

会

長

中

野

忠

志

i

で
終
着
駅
の
人
間
の
口
に
戻
る
。
無

• 

O
O
六
ー

八
七
ニ
ー

六
八
五
五
~
農
薬
1
1

安
心
も
簡
単
に
で
き
難
い
薬

0

東
京
肱
川
会

i

づ
け
の
状
況
で
あ
る
。
だ
か
ら
目
標

＂
に
す
べ
き
で
、
キ
ュ
ウ
リ
を
十

三
等

• 
．
 

〒
諏
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

．
 

二
丁
目
一
六
番

三
号
日
本
橋
~
級
に
分
け
る
よ
り
安心
等
級
に
。
パ

．
 

中
央
ビ
ル
八
F
~

ソ
コ
ソ
は
双
方
向
で

地
方
の
た
め
の

• 
．
 

会
長
大
越
譲
~
産
直
安
心
通
信
と
思
い
た
い
が
、
き

．
 

(
Q
O三
ー

＝――
――
七
五
ー
一
八
五
五
~
れ
い
ご
と
で
す
ま
さ
れ
ぬ
農
業
の
現

• 

0

東
海
肱
川
会
~
状
を
ど
う
す
る
の
か
頭
が
痛
い
。

．
 

名
古
屋
市
中
区
千
代
田
五
丁
目
~
や
れ
な
か
っ
た

．
 

〒
460

．
 

三
番
二
ニ
号
近
藤
ビ
ル

一
F
~

や
ら
な
か
っ
た

．
 
．
 

会
長
松
尾
政
隆
~
ど
ち
ら
か
な

．
 
．
 

．
 

(
Q
O五
ニ
ー

ニ
六
三
—

0
七
ニ

―
"

．
 

0

松
山
肱
川
会
~

．
 

．
 

松
山
市
道
後
湯
之
町

二
O
I

八
~

．
 

〒
790

．
 

• 
．
 
．
 

会

長

奥

村

武

久

．
 

(
Q
O
八
九
九
ー
四

―
|

―
一
三
七

-

相
田
み
つ
お

（
町
長
）
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平
成
四
年
の
特
別
町
民
の
集
い
が
四
昼
食
交
流
会
、
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ノ
と
し
て
風
陣
太
鼓
が
出
演
し
参
加

月
十
九
日
開
催
さ
れ
、
松
山
を
中
心

に
、
今
ま
で
最
高
の
百

二
十
人
の
参
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
午
後
は
丸

加
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
心
配
さ
山
公
園
の
満
開
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
観
賞

れ
た
雨
も
受
付
時
間
に
は
、
す
っ
か
や
歴
史
民
俗
資
料
館
の
見
学
、
鹿
野

り
あ
が
り
、
あ
ざ
や
か
な
緑
の
山
に
川
園
地
の
遊
園
な
ど
、
思
い
思
い
の

参
加
者
の
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
自
由
行
動
で
過
ご
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
小
藪
・
岳
山
に
分
か
れ
自
然
が
い
っ
ぱ
い
、
新
緑
が
い
っ

て
の
山
菜
採
り
で
楽
し
み
、
鹿
鳴
園
ば
い
、
小
脇
に
は
山
菜
が
い
っ
ぱ
い
。

の
芝
生
で
山
菜
を
主
と
し
た
料
理
で
今
年
の
特
別
町
民
の
集
い
は
大
盛

山
菜
が
い
っ
ぱ
い

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

山菜採りを楽しまれる特別町民の皆さん

感
悠
惑

稚アユ 5万 匹放流
（肱川漁業協同組合）

流 風 景

澄濱鉦
で禽ジ
啜ヽ

L 肱川の春の山菜

特別町民の元へ発;：□□
特
別
町
民
の
皆

さ
ん
に
風
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
今
年
も

四
月
―

-+
――
―日
、

ひ
じ
か
わ
特
産
開

発
セ
ソ
タ
ー
で
荷

作
り
し
、
県
内
を

中
心
に
遠
く
は
北

海
道
ま
で

三
百
二

十
七
個
を
発
送
し

ま
し
た
。

発
送
し
た
品
物

は
、
山
ウ
ド
ニ
本

野
ブ
キ

ニ
束
、
み

つ
ば

一
パ
ッ
ク
、

コ
ソ
ニ
ャ
ク

ニ
個、

柚
ね
り
一
瓶
、
梅

干
し
一
瓶
、
か
き

も
ち

一
袋
、
豆
い

り
一
袋
、
乾
し
い

一
日
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
ア
ユ
の
成

長
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

山ウドを収穫する東繁太郎さん

: -． 
^•一

.,.. 

ぇ<.̂‘てと,・ .^. -.• ... _, JU. 

めずらしい双子のスズメバチの巣

た
け
八
十
グ
ラ
ム
、
文
楽
も
な
か

一

袋
、
肱
川
ラ
ー
メ
ソ

ニ
袋
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
山
ウ
ド
の
栽
培

を
始
め
て
か
ら
五
年
に
な
る
上
嵯
峨

谷
の
東
繁
太
郎
さ
ん
の
ウ
ド
畑
に
お

じ
ゃ
ま
し
て
見
ま
し
た
。

東
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て
現
地
に
到

着
す
る
と
急
峻
な
栗
畑
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
所
で
現
在
三
百
株
程
も
栽

培
さ
れ
て
い
る
の
に
は
少
々
お
ど
ろ

き
で
す
。

今
年
は
昨
年
の
台
風
の
影
響
で
出

来
は
例
年
よ
り
少
し
よ
く
な
い
こ
と

や
、
最
近
は
モ
ミ
ガ
ラ
が
手
に
入
ら

な
く
な
り
困
っ
て
い
る
こ
と
、
ト
ソ

ネ
ル
の
中
で
の
栽
培
は
風
味
が
落
ち

る
こ
と
。

そ
し
て
、
最
後
に
ど
ん
な
料
理
に

し
て
食
べ
る
の
が
美
味
し
い
で
す
か

と
た
ず
ね
ま
す
と
、
「
酢
ヌ
タ
」
に

す
る
の
が

一
番
美
味
し
い
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

奥
さ
ん
と

一
緒
に

一
本

一
本
モ
ミ

ガ
ラ
を
取
り
除
き
な
が
ら
の
収
穫
作

業
が
続
け
ら
れ
る
中
現
地
を
後
に
し

ま
し
た
。

会
で
し
た
。

四
月
十
七
日
、
瓜
生
谷
の
栗
田
良

穂
さ
ん
は
、
自
宅
の
屋
根
瓦
を
葺
替

え
る
た
め
古
い
瓦
を
採
り
除
い
て
い

ま
し
た
。

す
る
と
垂
木
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
大

き
な
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
発
見
、
よ

く
見
る
と
こ
の
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
は

な
ん
と
双
子
で
す
。

巣
は
両
方
と
も
直
径
が
約
四
十
セ

ソ
チ
、
中
は
十
段
の
巣
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

栗
田
さ
ん
は
、
「
昨
年
ハ
チ
が
家

の
中
を
飛
び
廻
る
の
で
不
思
議
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な

毎
年
行
っ
て
い
る
稚

ア
ユ
の
放
流
が
、
今
年

は
四
月
七
日
に
赤
岩
橋

の
下
流
で
肱
川
漁
業
協

同
組
合
の
関
係
者
が
立

会
い
行
わ
れ
ま
し
た。

当
日
放
流
し
た
稚
ア

ユ
は
、
七
セ
ソ
チ
か
ら

十
セ
ソ
チ
に
成
長
し
た

も
の
で
、
愛
媛
県
栽
培

漁
業
セ
ソ
タ
ー
で
フ
化

し
た
も
の
で
す
。

今
年
も
六
万
匹
の
放

流
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
当
日
は
こ
の
内
の

五
万
匹
を
肱
川
と
河
辺

川
に
放
流
し
ま
し
た
。

ア
ユ
解
禁
日
は
六
月

放

双
子
の
巣
に
な
っ
て
い
る
と
は
」
と、

驚
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
め
ず
ら
し
い

双
子
の
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
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再建された阿弥陀堂

置
星
農
誓
堂
直
匿
旦
ニ

こ
の
ほ
ど
地
域
の
住
民
た
ち
の
寄
訪
れ
ま
す
。

進
や
篤
志
寄
附
に
よ
り
、
道
野
尾
地
文
化
的
な
生
活
が
営
ま
れ
る
今
日

区
内
に
あ
る

二
つ
の
お
堂
が
立
派
に
で
す
が
、
昔
か
ら
地
域
の
人
た
ち
に

再
建
さ
れ
ま
し
た
。

親
し
ま
れ
交
流
や
憩
い
の
場
と
な
っ

再
建
さ
れ
た
二
つ
の
お
堂
は
数
年
た
お
堂
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
保
存

前
か
ら
老
朽
が
進
み
古
材
を
使
用
し
し
次
の
世
代
に
バ
ト
ソ
タ
ッ
チ
し
て

て
応
急
的
に
建
替
え
て
い
ま
し
た
。
い
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
地
区
よ
り
「
先
輩
た
ち

が
地
域
の
伝
統
行
事
（
御
籠
、
雨
乞
、

大
草
鞘
作
り
等
）
に
使
用
し
た
お
堂

を
立
派
な
も
の
に
再
建
し
、
次
の
世

代
に
引
ぎ
継
ご
う
」
と
話
が
進
み
こ

の
ほ
ど
木
造
瓦
葺
の
お
堂
が
完
成
し

ま
し
た
。

通
称
万
願
寺
に
再
建
さ
れ
た
阿
弥

陀
堂
に
は
、
阿
弥
陀
様
と
毘
沙
門
天

様
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
う

一
方

の
通
称
馬
場
ノ
ナ
ル
に
再
建
さ
れ
た

大
師
堂
に
は
大
師
様
が
祭
ら
れ
て
お

り
今
で
も
地
域
外
の
方
も
お
参
り
に

四
月
十
四
日
、
中
野
幼
稚
園
の
園

児
四
十

二
人
は
ポ
ス
ト
の
清
掃
や
、

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
四
月
十
四
日
か
ら

一
一
十
日

ま
で
の
ポ
ス
ト
愛
護
週
間
に
ち
な
み

三
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

園
児
た
ち
は
、
赤
い
ハ
ッ
ピ
を
着

て
、
先
頭
の
園
児
が
「
ポ
ス
ト
さ
ん

あ
り
が
と
う
」
と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
ち
元
気
に
、
中
野
幼
稚
園
か

ら
郵
便
局
ま
で
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

こ
。

t
 そ

し
て
、
鹿
野
川
主
婦
の
店
横
及

園児たちの手によりポストはピカピカに

び
郵
便
局
前
の
ポ
ス
ト
を
順
番
に
ゾ
ー

キ
ソ
を
使
い
清
掃
し
ま
し
た
。

融資を受けている大谷小学校

園
児
た
ち
が
郵
便
ポ
ス
ト
を
清
掃

再建された大師堂

役立ってます積立金の還元融資
簡易保険・郵便年金・積立金還元融資事業

大谷小学校新増改築事業 3,750万円

大和集会所新築事業 320万円

町道怒田野尾ロ・正山線舗装事業 730万円

町道硯 ・大 屋 敷 線 舗 装 事 業 590万円

農道菟野尾線新設事業 2,160万円

農道久保線舗装事業 510万円

農道萩原線舗装事業 620万円

農道上ヶ谷線舗装事業 680万円

（国庫）林道中津・小倉線開設事業 1,130万円

（県単）林道中津・小倉線開設事業 580万円

林道高雄山線開設事業 390万円

林道百ヶ市・風ヶ峠線開設事業 190万円

林道愛の森線開設事業 580万円

林道奥の山線開設事業 490万円

林道岳線開設事業 440万円

林道京造線舗装事業 560万円

肱川開発株式会社出資事業 2,950万円

簡
易
保
険
や
郵
便
年
金
、

国
民
・
厚
生
年
金
の
積
立
金

は
、
公
共
の
利
益
を
図
る
た

め
、
そ
の
一
部
が
地
方
へ
還

元
さ
れ
、
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
や
生
活
環
境
の
整
備
に

有
効
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す。
町
で
は
平
成
――
―
年
度
に
、
大
谷
小

学
校
他
十
六
件
の
事
業
に
つ
い
て
、

簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
積
立
金
の
還

元

一
億
六
千
六
百
七
十
万
円
の
融
資

を
受
け
て
表
の
よ
う
な
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

R
⑨
⑮
④
⑨
 

昭
和
六
十
一
年
に
改
正
さ
れ
た
新

年
金
制
度
で
は
、
全
国
民
を
対
象
と

し
て
基
礎
年
金
制
度
を
導
入
し
、

「
一
人
に
―
つ
の
基
礎
年
金
」
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
、
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
及
び

寡
婦
年
金
が
重
複
し
て
支
給
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
生
年
金
保

険
及
び
共
済
組
合
は
「
基
礎
年
金
の

上
乗
せ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
つ

以
上
の
年
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
場
合
は
、
本
人
が
希
望
す
る

―
つ
の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
他
の
年

金
は
支
給
停
止
さ
れ
る
仕
組
み
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
二
つ
以
上
の
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
「
選
択
申
出
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。提

出
が
遅
れ
る
と
年
金
の
支
払
い

が
保
留
に
な
っ
た
り
、
共
済
組
合
等

か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
払

い
戻
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
出
書
は
速
や
か
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
国
民
年

金
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
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鹿野川しゃくなげまつり閉幕

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま

つ
り
は
、

一＿
一月
二
十
九
日

に
ダ
ム
え
ん
堤
下
流
の
駐

車
場
に
お
い
て
開
幕
式
が

行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
俳
句

碑
二
基
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
鹿
鳴
園
・
丸
山
公
園
・

鹿
野
川
園
地
を
中
心
に
四

月
――
十
九
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
町
内
外
か
ら

多
く
の
来
客
が
あ
り
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
期
間
中
の
土
、
日
、

祭
日
に
は
大
谷
特
産
加
工

場
が
特
産
市
を
開
き
観
光

客
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま

し
た
。

主
催
の
肱
川
町
観
光
協

会
で
は
、
期
間
中
い
ろ
ん

な
催
し
を
計
画
し
実
行
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
の
び

年々来客が多 くなっている丸山公園

◎

優

勝

宇
和
島
ロ
ー
ソ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

窪
田
・
松
本
組

◎
準
優
勝

八
幡
浜
ロ
ー
ソ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

森
•
宮
崎
組

◎
三

位
八
幡
浜
ロ
ー
ソ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

菅
・
菅
組

大
洲
ロ
ー
ソ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

森
本
・
武
田
組

三―—·-·一 ••一.---—-

・テニス大会で入賞された皆さん

の
び
ウ
ォ
ー
ク
、
テ
ニ
ス
大
会
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
回
で
四
回
目
の
テ
ニ
ス
大
会
に

は
町
内
外
か
ら
三
十
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
（
町
内
四
チ
ー
ム
）
、
混
合
ダ
ブ

ル
ス
、

ト
ー
ナ

メ
ソ
ト
方
式
で
試
合

が
進
め
ら
れ
午
後
三
時
ま
で
熱
戦
が

つ
づ
き
ま
し
た
。

な
お
三
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
で
四
回
目
の
「
の
び

の
び
ウ
ォ
ー
ク
」
は

四
月

二
十
六
日

快
晴
の
中
参
加
者
三
十
名
が
鹿
鳴
園

に
集
合
し
、
元
気
よ
く
出
発
し
ま
し

こ。t
 コ

ー
ス
は
、
今
回
は
鹿
鳴
園
か
ら

予
子
林
体
験
交
流
館
、
猿
が
滝
公
園

を
の
ん
び
り
と
歩
き
、
道
路
沿
い
の

山
菜
狩
り
を
楽
し
み
な
が
ら
猿
が
滝

公
園
へ
。

今
年
は
松
山
方
面
か
ら
十

二
人
の

参
加
者
を
得
、
昼
食
に
は
、
お
に
ぎ

り
・
ア
メ
ノ
ウ
オ
の
塩
焼
き
に
舌
づ

つ
み
を
う
ち
な
が
ら
フ
ジ
の
花
を
観

賞
し
、
帰
り
に
は
ポ
ニ
ー
の
乗
馬
を

楽
し
ん
だ
子
供
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

次
回
は
御
在
所
山
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

のびのびウォ ークの皆さん（猿が滝公園）

※ 懸※ 査を行 器のは 要分

喜夏土 □拿賃蓋;~祠棗ヽ I 計量器定期検査の実施について 1 胄門し：嘉畠凰両喜詈豆は
はけ‘か動式式 伍 比 比 動 天 い る常た用をに業れ活は
通る前りは指はホ--はび ◎ 用 ◎ ※な◎ ◎時 ◎またにめが期際務て用‘
知必回 かホか併皿皿かんな検は検明計ら検肱場ま午平日すめ正に必すし上おさ現
し要受 りはり 用手手り ら森 無査に 量な査 川 で前成 ゜‘し三要るてにりれ代
まあけ か は動動 たを料料使器いを 町所 十四時 計い年でた行おま‘社
すりら り かはは い受- 用を 者受役 時年 量計にすめうけすそ会
゜とれ りかか 計け有す取け場 か六 器量 一 ゜正計る°のの
思た りり 量な料る 引な駐 ら月 の器度確量取正あ
わ方 器けへ者又け車 午十 定の検なは引確ら
れ‘ れ 家 はれ場 後九 期使査 計 ‘ ‘ さ ゆ
る当 ば庭証ば 二 日 検用を量そ又が る

場 日

r

を
記

こ
の
検
診
は
、
松
山
赤
十
字
病
院

の
眼
科
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、

視
力
障
害
者
の
検
診
及
び
更
生
相
談

に
応
じ
る
も
の
で
、
対
象
者
は
視
力

障
害
者
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
障
害
者

手
帳
を
持
た
れ
て
い
な
い

一
般
の
方

で
も
無
料
で
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
失
明
者
及
び
重
度
の
視
力

障
害
者
に
つ
い
て
は
検
診
の
結
果
を

基
に
審
査
を
行
い
、
開
眼
手
術
を
必

要
と
認
め
ら
れ
た
方
の
み
手
術
費
の

保
険
適
用
分
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
補
助
し
て
も
ら
え
ま
す
。

実
施
に

つ
い
て
は
左
記
の
通
り
で

す
が
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

六
月
五
日
ま
で
に
、
役
場
町
民
課
福

祉
係
(
6
三
四
ー
ニ
三

―
-
）
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
受

診
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
解
下
さ
い
。

時

六
月
十
日
（
水
）

午
前
十
時

i
十
一
時
三
十
分

所
肱
川
町
保
健
セ
ソ
タ
ー

開
眼
検
診
の
実
施
に
つ
い
て
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C} 因 (6)

栽培できないけし（ソムニクエル種）□ □[[［／ 
マイホーム資金は「年金住宅融資」で！
平成 4年度第 1回受付中

利用できる方：現在厚生年金保険の加入者

で、加入期間 が 3年 以 上 あ る 方 （ 国 民 年 金 の

保険料納付期問を含む）

資金の使いみち ：新築住宅・マ、ノショソ・建

売住宅・中古住宅 の 購 入 お よ び 増 改 築 な ど の

住 宅 改 善 資 金 （無抽選・先着順 ）

融資金額：所要資金の80％以内で、最高1,94

0万円まで（老人・身障者同居と在宅ケアの割

増あり）

融資利率 ：年5.30%（一 般貸付）（金融情勢に

より変更される場合があります．）

返済方法 ：元金均等返済・元利均等返 済 の 選

択ができる。

返済期問 ：住宅の種類によって 5年から35年

受付期間＇：乎成 4年 6月 19日（金）までの予定

（但 し、 予定枠 が あ り ま す の で 枠 に 達 し ま す

と締切ります．）

詳 しくは、（社）愛媛県年金福祉協会

松山市南堀端町 5番地 7

松山東京生命 館 云(0899)41-7667

または、お近くの金融機関でおたずねくだ

さし‘°

麻

き
地
や
家
庭
の
庭
先
で
多
数
、
不
正

栽
培
の
け
し
が
発
見
さ
れ
、
大
洲
保

健
所
の
担
当
職
員
と
同
行
し
除
去
に

努
め
ま
し
た
。

不
正
大
麻
や
け
し
を
発
見
し
た
場

合
に
は
役
場
か
大
洲
保
健
所
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
麻
や
け

し
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
大
洲
保
健
所
又
は
町
保

健
セ
ソ
タ
ー

ヘ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
◎
R
④
◎
①
⑭
⑯
 

だ
か
ら
こ
そ
健
康
診
断
を

「
不
定
愁
訴
」
と
は

「前
病
状
態
」
の
こ
と

医
者
か
ら
み
れ
ば
病
気
は
な
い
の

に
、
本
人
は
『
ど
こ
か
悪
い
筈
』
と

考
え
る
、
そ
れ
が
不
定
愁
訴
で
す
。

放
っ
て
お
く
と
、
や
が
て
病
気
に
な

る
「
前
病
状
態
」
で
す
。

そ
の
主
な
自
覚
賞
状
は
次
の
と
お

り
で
す
。

．
 

一、

な
ん
と
な
く
だ
る
い
。
疲
れ
や

す
い
。

二
、
な
に
を
す
る
に
も
お
っ
く
う
。

三
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。
腹
が
た
ち
ゃ

す
い
。

四
、
肩
こ
り
や
め
ま

い
。
と
き
ど
ぎ

頭
痛
。

五
、
目
が
疲
れ
や
す
い
。
耳
な
り
が

ハローワーク大洲利用者の皆様へ！

ハローワーク尤州は、

（大洲公共職業安定所）

5月から全土曜日が

休みとなります。

こんな人いませんか

す
る
。

六
、
便
秘
が
ち
。
眠
れ
な
い
。

七
、
胃
が
重
い
。
食
欲
不
振
。

．
 

こ
れ
ら
は
健
康
の
赤
信
号

「
慢
性

疲
労
」
で
す
。

こ
の
よ
う
な
疲
労
感
が
生
じ
る
の

は
、
生
活
の
ど
こ
か
に
無
理
が
あ
る

証
拠
で
す
。

そ
の
無
理
に
早
く
気
付
い
て
直
せ

ば
病
に
な
ら
な
い
で
済
み
ま
す
。

2

L

 

h

1

 

侶
だ

午
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士

照最 二準 お 三 1 手から手へ渡 す 信 頼 家 内 労 働 手 帳 ！ I ② ①次 て ‘
会寄五局 問 家 し 家内労働旬間 (5月 21日～ 31H) た家しし支家のい委
くり l賃 い 内ょ め内まて払内こる託
だの 二金ム労ぅ
さ労ー課［ 働

‘労し‘日労と事者
゜ ③ ② ①注さ 仕 者 ‘ ③ 必働よ必 等 働を 業へ

愛
い 働 oへせに ヵエ注 害家う し ず 託 家 意ん事 か家し内 エ最 し 要 にうずを手 守主 内

媛
°基 — 電 は つ 月 賃意が 内 °ては者内しはをら内よに 賃 低よなよ ゜家 は帳り 等 職

労
準-話ヽし‘ 以はし起 労 もつか労ま‘す受労う 全 を工う措る 内 つ にま-の

働
監 0 愛て 内 ‘ ま ぎ 働 らきら働し次るり働゜額‘賃°置災 労き‘しの仕

基
督ま八媛 り に 全 し なに いり受手よの人た者 支一額 を 害 働り エょ皆事

準
署た 九 労- 受額ょい よ
へは九働相

ま とけ帳うこ-内へ 払力以 講を 者 と 賃う さを

曼 -‘‘l基認 まー
けをうよる し 記 ‘ を ゜と の 職 委 い月上 じ防 に 記 額゜

- °う災 よ入 必委 に 皆 の 託 ま以の まぐ 渡入、 貪州
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副
会
長

副
会
長

会

長

四
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
、
肱
川

町
基
幹
集
落
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
四
年
度
の
定
期
総
会
が
、
町
長

さ
ん
は
じ
め
、
県
大
洲
出
張
所
の
福

祉
課
長
さ
ん
、
議
長
さ
ん
、
そ
の
他

多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
得
て
、

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

国
際
障
害
者
年
の
理
念
で
あ
る

「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
実
現
に
向

か
っ
て
行
政
、
社
会
、
障
害
者
の
三

者
が
完
全
に
か
み
合
っ

て
行
く
こ
と

を
願
い
な
が
ら
、
次
の
四
点
を
重
点

目
標
と
し
ま
し
た
。

一
、
地
方
自
治
体
及
び
社
会
福
祉
団

”
体
と
の
強
力
な
連
帯
行
動
を
図
る
。

二
、
研
修
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に

積
極
的
に
参
加
し
、
相
互
の
親
睦
、

融
和
を
図
る
。

三
、
健
常
者
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
を

強
化
し
社
会
参
加
を
促
進
す
る
。

四
、
会
員
各
自
の
自
立
更
生
へ
の
意

欲
を
育
て
組
織
で
支
援
す
る
。

な
お
、
役
員
改
選
を
行
い
、
次
の

方
を
選
任
致
し
ま
し
た
。

岡

村

利

三
さ
ん

（
広
常
）

城
戸
寿
賀
倍
さ
ん

（
下
敷
水
）

中

岡

道

幸
さ
ん

（
嘉
城
）

任
期
は
三
年
間
で
す
。

を
大
切
に

「
健
常
者
と
の
ふ
れ
あ
い
」

大
洲
保
健
所

電
話
二
四
ー
三
一
六
五

電
話
に
よ
る
相
談
、

つ
も
お
受
け
し
ま
す
。

か
け
下
さ
い
。

連
絡
は
、
い

お
気
軽
に
お

◎
老
人
精
神
保
健
相
談

0

物
忘
れ
が
目
立
つ
。

0

ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
。

0

看
護
、

世
話
に
疲
れ
た
。

な
ど
、
老
人
性
痴
呆
、
老
年
期
の

精
神
保
健
に
つ
い
て
精
神
科
医
師
、

保
健
婦
な
ど
が
相
談
に
の
り
ま
す
。

心
の
健
康
相
談
ご
案
内

身体障害者厚生会総会

「小
藪
老
人
ク
ラ
ブ
」
が

※
肱
川
町
心
配
ご
と
相
談
所
で
も
、

色
々
な
生
活
上
の
問
題
な
ど
何
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
は
、

6
-
――四
I

三
二
二

六

番
又
は
、
民
生
委
員
さ
ん
ま
で
）

四
月
十
五
日
、
小
藪
老
人
ク
ラ
ブ

（
中
居
喜
代
光
会
長
）
で
は
、
活
動
の

一
環
と
し
て
、
町
内
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
三
十
一
二
名
の
会
員
が
参

加
し
、
ま
ず
予
子
林
へ
向
か
い
、
長

命
寺
を
参
拝
後
、
予
子
林
老
人
ク
ラ

ブ
が
管
理
を
し
て
い
る
猿
が
滝
公
圏

を
見
学
、
地
元
会
員
か
ら
詳
し
く
公

園
の
内
容
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
体
験
交
流
館
内
を
見
学

一
同
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
峰
ヶ
峠
の
お
大
師
様
を

参
拝
、
地
元
の
藤
本
さ
ん
か
ら
お
茶

な
ど
の
接
待
を
受
け
ま
し
た
。

河
辺
村
の
「
ふ
る
さ
と
の
宿
」
で

食
事
休
け
い
を
取
り
、
中
居
谷
へ
向

か
い
、
安
楽
寺
を
参
拝
し
、
途
中
、

正
山
の
風
の
憩
い
公
園
を
見
学
し
て
、

場

所

-
H研
修
実
施

相
談
日
は
、

・
日

時

毎
月
第
三
水
曜
日

1
3
時
ー
1
5
時

大
洲
保
健
所

次
の
方
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
、
温
か
い
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

当
協
議
会
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

◎

広

常

兵

頭

照
亀
さ
ん

御

芳

志

の

お

礼

小藪老人クラブの皆さん（猿が滝）

一
日
を
有
意
義
に
終
わ
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
今
回
見
学
出
来
な
か
っ

た
地
区
を
見
学
勉
強
す
る
こ
と
に
致

し
ま
し
た
。

先
日
の
新
聞
に
、
総
理
府
が
行
っ

た
「
女
性
の
暮
ら
し
と
仕
事
に
関
す

る
但
論
調
査
」
の
結
果
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
子
ど
も
に
つ
い

て
は
、

三
人
以
上
欲
し
い
と
望
ん
で

い
る
人
が
約
六
割
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
負
担
や
住
宅
事
情
が
障
害
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
自

立
意
識
で
は
、
経
済
面
で
約
半
数
精

神
面
で
は
約
八
割
の
女
性
が
自
立
し

て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
近
年
の
核
家
族
化

や
女
性
の
社
会
進
出
が
背
景
に
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
二
十

一

世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
育
ち
ま

せ
ん
。
今
、
高
齢
者
福
祉
対
策
が
盛

ん
に
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
裏
を
返

せ
ば
児
童
福
祉
と
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。

国
も
や
っ
と
「
子
ど
も
が
健
や
か

に
生
ま
れ
育
っ
た
め
の
環
境
づ
く
り
」

対
策
を
掲
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
子
育
て
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
る
者
と
し
て
、
安
心
し
て
次
の
世

代
を
ま
か
せ
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
の

育
成
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
と
、
心
新

た
に
い
た
し
ま
し
た
。

（
え
ひ
め
社
会
福
祉
）

口
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公

れ

民

た

館

新

に

/rし
ィ又 員

て

名 簿

役 員 氏 名 ＇役 員 氏 名

理 事 鉾岩 勉 理 事 今宮忠雄

” 冨永 計次 ” 三 好 一 男

II 北本 豆ヌ

” 岩田 昭

” 森岡鶴男 // 堀内英雄

” 二 宮正登 ” 清水公健

// 有友 勇 皿臣ヒ 事 市川澄男

” 冨 永岩男 ” 渡 辺 茂 雄

II 村上春義 ” 西田盛 夫

” 二 宮繁雄 // 冨永武治

去
る
四
月
二
十
八

日
、
肱
川
町
公
民
館

に
於
い
て
第
四
十
四

回
肱
川
農
協
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
肱
川

町
長
大
野
和
氏
を
始

め
、
県
各
連
合
会
を

代
表
し
て
中
央
会
会

長
松
本
節
太
郎
氏
、

大
洲
農
業
改
良
普
及

所
長

二
宮
久
枝
氏
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

頂
き
、
そ
の
他
来
賓

多
数
の
ご
臨
席
を
頂
い
た
。

鉾
岩
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
選
出
で
は
、

予
子
林
の
山
下
道

教
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人

に
本
所
地
区
松
本
金
次
郎
氏
、
宇
和

川
地
区
藤
原
茂
瑣
夫
氏
、
大
谷
地
区

前
田
武
氏
、
予
子
林
地
区
畦
崎
伸
穂

氏、

書
記
に
中
居
善
信
氏
、
竹
本

一

男
氏
の
指
名
を
行
い
議
長
席
に
つ
く
。

議
事
に
入
り
第
一
号
議
案
か
ら
九

号
議
案
ま
で
を
原
案
通
り
承
認
決
定

し
た
。

続
い

て
第
十
号
議
案
で
は
、
役
員

選
任
が
投
票
で
行
わ
れ
、
投
票
総
数

二
百
七
十
六
票
の
う
ち
賛
成
二
百
七

十
二
票
、
反
対
四
票
で
原
案
通
り
理

事
十
四
名
と
監
事
四
名
が
選
任
さ
れ

こ
。

t
 引

続
き
、
経
済
委
員
長
の
今
宮
理

事
よ
り
、
米
の
市
場
開
放
阻
止
等
に

関
す
る
特
別
決
議
案
の
朗
読
が
有
り

満
場

一
致
で
原
案
通
り
採
択
さ
れ
た
。

平
成
三
年
度
の
業
務
報
告
と
平
成

四
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
示
さ
れ
た
。

平
成
三
年
度
は
激
動
す
る
国
際
情

勢
の
な
か
で
我
国
の
経
済
も
摩
擦
の

激
化
と
と
も
に
市
場
開
放
圧
力
が

一

段
と
強
ま
っ
て
き
た
。
更
に
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
の
局
面
を
迎
え
た
景
気

浮
揚
の
た
め
の
公
共
投
資
の
拡
大
と

三
次
に
亘
る
公
定
歩
合
の
引
下
げ
が

実
施
さ
れ
た
が
産
業
界
の

不
況
色
は

強
く
景
気
は
後
退
を
し
減
速
経
済
へ

の
移
行
と
な
っ
た
。

農
業
問
題
に
つ
い
て
は
平
成
3
年

4
月
か
ら
牛
肉
、
オ
レ
ソ
ジ
が
完
全

自
由
化
と
な
り
特
に
乳
用
種
肥
育
関

連
の
経
営
に
は
大
ぎ
い
打
撃
と
な

っ

た
。
尚
米
を
は
じ
め
ガ

ッ
ト
ウ
ル

グ

ア
イ
ラ
ウ
ソ
ド
で
取
上
げ
ら
れ
る

一

律
関
税
化
も
渦
中
に
あ
り
又
、
台
風

十
七
号
、
十
九
号
の
農
産
物
へ
の
大

き
な
被
害
な
ど
環
境
は
誠
に
厳
し
い

な
か
で
の
推
移
と
な
っ
た
。

尚
農
協
に
と

っ
て
は
、
昨
年
十
月

の
第
十
九
回
全
国
農
協
大
会
に
お
い

て
従
来
の
農
協
の
愛
称
が
四
月
か
ら

J

A
と
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
競
争
力
と
活

力
あ
る
地
域
農
業
経
営
の
創
造
と
強

い
体
質
の
組
織
作
り
を
目
指
す
こ
と

に
な
っ
た
。

本
年
度
は
事
業
計
画
推
進
に
つ
い

て
は
関
係
機
関
の
ご
指
導
、
ご
支
援

と
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
に
依
り
当

初
計
画
の
達
成
に
努
力
を
し
た
。

一
、
高
能
率
生
産
体
制
整
備
事
業

刀
根
柿
脱
渋
施
設
梱
包
機
械

二
連
式
選
果
機
（
刀
根
柿
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
兼
用
）

事
業
費
九
、

七
五

0
千
円

補
助
（
県
•
町
）

―
-
、
グ
リ
ン
ト
ピ
ア
構
想
事
業

肱
川
流
域
情
報
機
器
設
置

平
成
三
年
度
負
担
金

一
、
三
八

二
千
円

（
平
成
四
年
度
負
担
金
七
六
五

千
円
）

三
、
栗
生
産
団
地
推
進
事
業

高
品
質
生
産
モ
デ
ル
事
業
（
間
縮

伐
高
接
新
モ
デ
ル
園
）

事
業
費
一
、

0
五
四
千
円

町
補
助
三
分
の

一
要
請

四
、
野
菜
花
き
銘
柄
産
地
育
成
事
業

（
キ
ュ
ウ
リ
）

ハ
ウ
ス
、
か
ん
水
施
設

事
業
費

一
、
四

0
0
万
円

県
・
町
補
助
約
五

三

・
六
％
要

請
五
、
畜
産
環
境
対
策
事
業

発
酵
処
理
堆
肥
施
設
に
よ
る
上
質

堆
肥
の
生
産
に
努
め
る
。

重

点

実

施

事

項
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平
成
四
年
度
事
業
計
画

世
界
の
政
治
経
済
が
構
造
的
に
大

ぎ
く
変
動
を
し
た
経
過
の
な
か
で
、

我
が
国
の
経
済
も
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

壊
、
貿
易
摩
擦
の
激
化
と
市
場
開
放

へ
の
圧
力
が

一
層
強
ま
り
、
産
業
界

は
急
激
に
不
況
色
を
強
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
公
定
歩
合
の
第
四
次
引
下

げ
と
緊
急
景
気
浮
揚
対
策
が
決
定
さ

｀
れ
た
が
、
今
後
の
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ

た
安
定
し
た
経
済
へ
の
過
程
は
少
し

永
引
く
も
の
と
思
わ
れ
る

一
方
、
農

業
を
取
り
ま
く
環
境
に
つ
い
て
は
、

釆
を
は
じ
め
一
律
関
税
化
の
問
題
、

内
外
の
産
地
間
競
争
、
農
業
者
の
高

齢
化
、
人
手
不
足
な
ど
の
ほ
か
、
農

業
生
産
を
阻
害
す
る
要
因
が
極
め
て

多
い
が
引
続
き
土
作
り
、
高
品
質
、

低
コ
ス
ト
に
よ
る
生
産
の
拡
大
に

一

層
の
努
力
を
す
る
。
尚
昨
年
の
第
十

九
回
全
国
農
業
協
同
組
合
大
会
、
第

二
十
八
回
愛
媛
県
農
協
大
会
に
お
い

て
今
ま
で
の
「
農
協
」
の
愛
称
が

「
J

A
」
と
改
め
ら
れ
、

二
十
一
世

紀
に
向
け
て
組
合
員
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
強
い
体
質
の

J

A
を
目
指
し

て
の
組
織
整
備
と
地
域
農
業
の
振
興
、

生
活
活
動
の
展
開
を
す
る
決
議
を
さ

れ
て
お
り
、
当
J

A
肱
川
に
お
い
て

も
状
況
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
引
続

い
て
、
資
金
力
の
増
進
、
生
活
活
動

基

本

方

針

充
実
、
財
務
の
健
全
化
の
た
め
に
関

係
機
関
の
ご
指
導
と
、
組
合
員
各
位

の
ご
協
力
を
得
て
各
事
業
の
積
極
的

な
推
進
に
努
力
を
す
る
。

一
、
施
設
整
備

予
子
林
事
業
所
、
キ
ュ
ー
ピ

ッ
ク
更

新

二

基

一

六
0
万
円

キ
ュ
ウ
リ
ハ
ウ
ス
、
か
ん
水
施
設

一
、
四

0
0
万
円
県
、
町
補
助

要
請

二
、
事
務
処
理
の
電
算
化
に
努
め
る
。

（
撰
果
場
、
給
油
所
、
農
機
セ
ソ

タ
ー
（
情
報
連
）

――
-
、
資
金
力
の
増
強
六
％
の
伸
長
、

貯
金
平
残
五

0
億
円
を
目
標
と
す

る。

四
、
生
涯
保
障
、
災
害
保
障
の
確
立
、

長
期
共
済
新
契
約
二
十
五
億
円
を

目
標
と
す
る
。

五
、
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
面
積
六

ha
生
産

量
四
0
0
t
、
販
売
高

一
億
円
に

努
力
す
る
。

重

点

実

施

事

項

ひろがる夢にたしかな道を

住宅金融公庫

マイホーム新築ローン

皆様の住まいづくりを

お手伝いします。 ⑯ 

受付期間平成 4年 4月22日（水）～6月19日（金）

公庫の住まいの情報サービスをご利用下さい。

住宅金融公庫四国支店サービス相談室

〒760高松市番町2丁目1傭}8号（高松I芸高校酉憐）
霞(0878)25-0511

ご相談は JA肱川融資課ヘ

I融資を受けることができる方 l
①ご自分で所有し、ご自分がお住まいなる住宅を建設される

方。

②同居する予定の家族がいる方。

• 35歳以上の方（昭和33年 4月1日以前に住れた方）は、同居予定の

家族がいなく ても申込みできますが、融資額が異な ります。

③申込 日現在、 70歳未満である方。

④公庫借入金の毎月の返済額の 5倍以上の月収（必要最低月

収）がある方。

・ご本人の月収が必要最低月収にみたないときは同居予定者の月収

を合算することができる。

⑤（財）公庫住宅融資保証協会を利用されるか連帯保証人がい

る方。

⑥日本国籍の方か外国人(o昭和26年政令第319号により永住

許可を受けている方。 0平成 3年法律第71号による特別永住

者）の方

1 融資を受けることができる住宅 I
①住宅部分の床面積が70m2以上220m2以下の住宅。

②敷地面積が100面以上ある住宅。

③店舗付き住宅などの場合は、住宅部分の床面積が全体の

1/2以上ある住宅。

④公庫の建設基準にあてはまる住宅。

⑤建設費が公庫の定めている限度額以内である住宅。

［申込受付および申込書の頒布場所 l
●受付日順・無抽選。

●受付期間は、 「住宅金融公庫業務取扱店」 に表示した金融

機関の店頭または 「住宅金融公庫」 に掲示。

●受付場所は、建設予定場所と同じ県内の最寄りの 「住宅金

融公庫業務取扱店」 と表示した金融機関。

●申込書の頒布は、 「住宅金融公庫業務取扱店」 と表示した

金融機関または 「住宅金融公庫」。
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r-----------------------------------------------------------~ 
! ,ムT ¢ I 

!EEi匠配逗望正璽 □ ，， i I~... ~~--1 
！ 優良材生産は直材づくりから．I ! 
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! I.----------------. ~. -. ---- I 
｝ 平成4年 4月27日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I

！ 県森連市 況 大洲木市より （単位m'当り．円） 1 市売日平成4年 4月22日 ！ ! • 1 販売数盈 62ケ ース 982kg ! 
長さ末口径

スキ ヒノキマッ
その他

l. 平 均 単価 4,210円

！ 直曲がり 直曲がり 直 1．銘柄別単価 ！ 
! 7 cm下本 398本 290本 510本 290 松パルプ ！ 
l I I 8 cm上本 430本 300本 700本 492 末口 7 cm 

銘 柄単 価比率％銘柄単 価比率％

j 14 mll3 cm上 22,500 -40,000 -l8cm上26,000長 さ 1.8m 大 厚 9, 390 1 特用大葉 4, 310 
！ 

9,500F9/m' ! 18 cm上20,600 - 42,000 - 4cmJ: 19,000 中 厚 8,010 1 特用中葉 6,690 5 ! 
！ 

2 4 cm上20,5001 -160,0001 -1.J(lcm上35,000
7 cm下本 240本 190本 258本 190 雑パルプ

小 厚 5, 680 12 特用小葉 s,190 I 71 I 

i 3m[1 :mm土名3，雲本 300点塁本 290 己宅。ぷ郷， ： ： ： ：9：:： 1 大パレ 3 560 4 ! 
j 10mll3cm上23:600I -141 :600 I -l1scm上23,000 .

3 中パレ 4,150 I s 

! 18 cm上 19,800 - 40,800 - cm上18,000 中小ウス 6, 430 5 小 バレ 3, 710 , ！ 
! 24 cm上18000 - cmJ: 20,000 小ウス 5, 070 11 変 形 4, 760 4 ! 

7 cm下本 140本 一本 140本一 バリ材
! 2 m 8 cm上本 160本 一本 160本 ，ー （松・杉・桧） ジャミウス 2,500 3 色 落 ウ ス 3,800 2 ! 
! 16 cm上12,000 -22,000 -l3cm上 末口 3~ 7 cm 冬大 ー一色悪 3, 210 15 ! 
! 30 cm上 cmJ:

長さ 2.0m 

! 13 cm上26,000 78,000 
冬中 7,590 1 黒 子 • 960 2 ! 

! 6 m 18 cm上 22000 64 6Oo 冬小 3, 590 5 その他 ーー！

！ 特選 ！ 
！ 

足 場 lm当たり 70円～160円 本 130円 1．概要買気強く強保合で推移する。特に香信系、どんこ系が強保合。

！ パルプ材がm'14,000円から、 13,300円 に下がりましたので御理
特用（パレ）系、格外系は保合で推移した。 9 l 備考解の上、御出 荷 願 い ま す。 尚、桧枝打材は、売行良好。 ｝ 

-------------------------------------------J 
皆
さ
ん
は
、
あ
ま
り
耳

に
し
た
こ
と
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な

こ
と
わ
ざ
が
あ
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
の
意
味
は
、
苦

労
も
い
と
わ
ず
我
が
代
に

は
収
益
を
望
め
な
い
植
林

に
つ
と
め
た
初
代
、
植
林

せ
ず
伐
り
も
せ
ず
、
山
を

眺
め
て
く
ら
し
た
二
代
目
、

二
代
を
通
じ
て
守
り
育
て

た
山
を
伐
る
三
代
目
、
ど

れ
も
あ
ま
り
利
口
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
馬
鹿
一＿
代
が
あ
っ
て
す

ば
ら
し
い
山
が
育
ち
ま
す
。

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、
馬
鹿
、

馬
鹿
と
言
っ
て
け
な
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
「
親

子
三
代
に
わ
た
る
大
変
な

仕
事
で
あ
る
。
」
と
ほ
め

て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
で
皆
さ
ん
は
「
伐

る
馬
鹿
が

一
番
い
い
思
い

を
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
」
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ

で
「
伐
る
馬
鹿
」
が
木
を

伐
っ
て
金
を
も
う
け
た
の

だ
か
ら
、
子
孫
に
財
産
を

残
す
た
め
に
も
「
植
え
る

「
木
を
立
て
て
、
見
せ
て
セ
ガ
レ
に
、

親
と
な
る
」

馬
鹿
」
に
な
っ
た
ら
よ
い
の
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
美
し
い
山

を
い
つ
ま
で
も
後
世
に
残
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
も
う
一
っ
山
に
関
す
る

こ
と
わ
ざ
を
登
場
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。皆

さ
ん
は
「
親
」
と
い
う
漢
字
を

ど
の
よ
う
に
習
い
ま
し
た
か
。
私
は
、

「
親
と
い
う
字
は
、
木
の
上
に
立
っ

て
見
て
い
る
と
書
き
ま
す
。
そ
れ
ほ

ど
親
は
こ
ど
も
の
こ
と
を
心
配
し
て

い
る
ん
で
す
よ
。
」
と
い
う
よ
う
に

習
い
ま
し
た
。
（
ち
ょ
っ
と
武
田
鉄

矢
の
金
八
先
生
み
た
い
な
こ
と
を
言

い
ま
し
た
が
）
皆
さ
ん
も
同
じ
よ
う

に
教
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
で
親
と
い

う
字
は
立
木
を
見
る
と
読
む
の
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
に
は
、
や
っ
と
セ
ガ

レ
に

一
財
産
を
残
し
た
と
い
う
父
親

の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
だ
け
山
は
貴
い
も
の
で
あ
り
、
父

親
は
死
ぬ
ま
で
山
の
手
入
れ
を
し
て
、

よ
り
よ
い
山
を
残
そ
う
と
が
ん
ば
る

で
す
。今

、
戦
後
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ

「
植
え
る
馬
鹿
、
見
る
馬
鹿
、

伐
る
馬
鹿
、
馬
鹿
三
代
で
山
一
代
」

林
業
改
良
指
導
員

真

木

賢

ノ
キ
の
人
工
林
(35ー

40
年
生
）
が
、

そ
ろ
そ
ろ
伐
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
中
に
は
自
分
の
山
に
自
分

で
植
え
た
と
言
わ
れ
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
親
か
ら
譲
り
受
け
た
山
で
、
自
分

は
二
代
目
、
三
代
目
に
あ
た
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
単
な
る

「
見
る
馬
鹿
」
「
伐
る
馬
鹿
」
に
な

ら
な
い
よ
う
に
収
入
間
伐
、
大
径
材

生
産
等
を
目
指
し
、
ま
た
、
一
本
伐
っ

た
ら
百
本
植
え
る
く
ら
い
の
気
持
ち

で
植
栽
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す。最
後
に
、

「
山
は
裸
で
器
量
が
下
が
る
。
植
え

て
緑
の
晴
姿
」
と
言
い
ま
す
。

木
の
な
い
山
に
は
何
の
経
済
価
値

も
な
く
、
木
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
値

う
ち
が
出
て
き
ま
す
。
先
祖
か
ら
譲

り
受
け
た
山
に
緑
を
絶
や
す
こ
と
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す。
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霧

半
促
成
き
ゅ
う
り

ー
草
勢
維
持
の
ポ
イ
ン
ト
ー

五
月
中
旬
ー
下
旬
以
降
は

一
段
と

日
差
し
が
強
く
な
り
、
日
中
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
内
は
高
温
で
空
気
の
乾
燥

し
た
状
態
と
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
き
ゅ
う
り
の
水
や
肥

料
が
不
足
す
る
と
曲
が
り
果
が
多
く

な
っ
て
子
づ
る
や
孫
づ
る
の
生
育
は

著
し
く
抑
制
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
こ

の
よ
う
な
状
態
が
続
け
ば
、
尻
太
果

や
流
れ
果
が
多
発
し
、
雌
花
（
果
実
）

加
成
り
込
ん
で
益
々
草
勢
は
弱
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

と
く
に
親
づ
る
の
摘
芯
後
は
、
果

実
の
着
果
や
肥
大
が
促
進
さ
れ
て
栄

養
生
長
が
弱
く
な
る
た
め

一
時
の
油

断
か
ら
大
ぎ
な
痛
手
を
被
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

草
勢
が
弱
く
な
れ
ば
、

ま
ず
新
芽

（
子
づ
る
、
孫
づ
る
）
の
動
ぎ
が
鈍

く
な
り
、
続
い
て
幼
果
に
症
状
が
現

わ
れ
て
き
ま
す
。
新
芽
や
幼
果
の
生

育
を
日
頃
か
ら
よ
く
観
察
し
て
早
目

の
手
当
て
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

手
当
て
の
第
一
は
灌
水
と
追
肥
で

す
。
追
肥
は
窒
素
肥
料
の
成
分
量
で

+
a当
り

一
l
-
．
五
槌
（
液
肥

二

号
を
十
ー
十
五
［

）
を

ニ
ー
四
日
間

隔
で
追
い
込
み
、
灌
水
は
畦
土
が
充

分
に
湿
っ
た
状
態
で
維
持
し
ま
す
。

ま
た
、
ぎ
ゅ
う
り
の
蒸
散
作
用
が
旺

盛
で
根
か
ら
の
養
水
分
の
供
給
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
に
は
通
路
へ
の
散

水
や
液
肥
の
葉
面
散
布
も
有
効
で
し
ょ

う
。
葉
か
ら
養
水
分
を
補
給
し
、
散

水
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ス
内
の
乾
燥
を
防

ぎ
ま
す
。

そ
し
て
、
摘
芯
や
摘
葉
作
業
を
控

え
、
摘
果
を
行
っ
て
草
勢
の
回
復
を

図
り
ま
す
。

尚
、
草
勢
が
衰
え
て
く
れ
ば
べ
と

病
や
う
ど
ん
こ
病
等
が
出
や
す
く
、

ハ
ウ
ス
内
が
乾
燥
す
る
と
ア
ブ
ラ
ム

シ
類
や
ハ
ダ

ニ
類
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
害
虫
の
発

生
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

皆
川

①
植
付
け
本
数
と
深
さ

一
株
当
た
り
の
植
付
け
本
数
は

一――

ー
四
本
に
揃
え
ま
し
ょ
う
。
植
付
け

の
深
さ
は

ニ
ー
三

cm
に
し
て
、
初
期

の
分
け
つ
を
促
進
し
な
が
ら
過
剰
分

け
つ
を
抑
え
て
、
茎
の
太
い
分
け
つ

と
穂
数
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
植
付

．
け
ま
し

ょ
う
。
欠
株
を
恐
れ
て
、
多

く
の
植
付
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

田
植
作
業

啓
夫

◎

摘

蓄

着
花
が
多
い
と
花
に
よ
る
養
分
消

耗
も
増
す
の
で
、
摘
管
し
て
残
す
花

や
果
実
へ
の
養
分
の
分
配
を
多
く
す

る
。
摘
菅
は
側
花
、
基
部
の
奇
形
花
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

和
弘

す
が
、
欠
株
の
主
な
原
因
は
播
種
ム

ラ
む
ら
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、

均

一
に
播
種
し
ま
し
ょ
う
。
五
％
以

内
の
欠
株
な
ら
ば
、
収
量
へ
の
影
響

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

②
植
付
け
株
数

株
数
は
坪
当
た
り
六
〇
＼
八

0
株

(2m
当
た
り
一
八
ー

ニ
四
株
）
を
目
安

と
し
ま
す
が
、
半
湿
田
、
肥
沃
な
湿

田
、
堆
ぎ
ゅ
う
肥
を
施
用
し
た
ほ
場

で
は
、
過
剰
生
育
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
坪
当
た
り
株
数
は
六

0
株
程

度
と
少
な
め
に
し
ま
す
。

ま
た
冷
水
の
か
か
る
地
域
や
ほ
場

晩
植
で
分
け
つ
の
少
な
い
所
で
は
坪

当
た
り
八

0
株
と
や
や
多
め
に
し
ま

す。
R
砂
質
で
浅
起
こ
し
し
た
ほ
場
や

田
植
え
速
度
を
早
し
た
場
合
に
は
、

予
定
し
た
株
数
よ
り
少
な
く
な
り
ま

す
。
逆
に
、
粘
質
土
等
の
耕
起
の
深

い
ほ
場
で
は
、
株
数
が
多
く
な
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

山
田

ゆ

ず

◎
黒
点
病
防
除

黒
点
病
の
発
生
量
は
枯
れ
枝
の
量

と
雨
量
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
薬

剤
防
除
に
先
立
ち
、
枯
れ
枝
を
取
り

除
い
て
お
く
。
果
実
へ
の
感
染
が
始

ま
る
の
は
六
月
中
旬
で
あ
る
た
め
、

一
回
目
の
防
除
は
六
月
上
旬
に
行
な

う
。
薬
剤
は
ジ
ャ
ソ
ダ
イ
セ
ソ
水
和

剤
六
百
倍
、
エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
六
百

倍
、
デ
ラ
ソ
水
和
剤
千
倍
な
ど
で
あ

る。（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

菊
池

明

扁
平
果
、
病
害
虫
花
に
対
し
て
行
な

う
。
花
腐
細
菌
病
の
発
生
が
少
な
い

園
で
は
、
小
菅
花
や
先
端
花
も
摘
薔

し
て
お
く
。
満
開
時
に
残
す
花
数
は

-
2m
当
た
り
三
五

i
四
0
花
と
す
る
。

◎
人
工
授
紛

開
花
前
日
や
開
花
始
め
の
雄
花
を

採
集
し
、
採
蒟
機
で
約
だ
け
を
集
め
、

カ
レ
ソ
ダ
ー
な
ど
つ
る
つ
る
し
た
紙

に
薄
く
広
げ
て
開
約
さ
せ
る
。
開
約

後
は
一

0
0
メ
ッ
シ
ュ
の
フ
ル
イ
に

か
け
て
精
選
花
粉
を
集
め
る
。
（
図

-）
精
選
し
た
花
粉
は
石
松
子
で

二

0
ー
三

0
倍
に
希
釈
す
る
。
授
紛
は

柱
頭
部
の
粘
液
分
泌
が
あ
る
午
前
中

が
望
ま
し
い
。

6
月
2
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

6
月
3
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

6
月
4
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

6
月
9
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

6
月
10
日
（
水
）
岩
谷
方
面

6
月
1
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

6
月
16
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

6
月
1
7
日
（
水
）
中
津

・
予
子
林
方
面

6
月
18
日
（
木
）
宇
和
JI
南
方
面

6
月
23
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

6
月
24
日
（
水
）
岩
谷
方
面

6
月
25
日
（
木
）
大
谷
方
面

6
月
30
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

6
月
醤
油
配
達
予
定
表

6
月
5
日
（
金
）
大
谷
方
面

6
月
12
日（
金
）
岩
谷

・
小
藪
方
面

6
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

6
月
26
日
（
金
）
予
子
林
方
面

6
月
L
P
G
配
達
予
定

6
月
2
日
（
火
）
大
屋
敷
・
大
平

6
月
5
日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野

6

月
8

日
（
月
）
藤
野
原
•
町
・
瓜生
谷

6
月
10
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山

正
山

6
月
12
日
（
金
）
久
保
・
広
常
の
一
部

6
月
13
日
（
土
）
滝
山
・
下
石
丸
・
犬
返
り

6
月
15
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造
輻

6
月
1
7
日
（
水
）
中
津
・
小
倉

6
月
18
日
（
木
）
広
常
・
影
地

6
月
20
日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

桶
の
ロ
・
上
汗
生

6
月
2
2
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

6
月
23
日
（
火
）
上
鹿
野
川
・
下
鹿
野
川

6
月
25
日
（
木
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩
・
下
汗
生

6
月
2
7
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

市
の
畦

6
月
29
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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今
年
は
、
こ
の
よ
う
が
ガ
針
で
、

頑
張
り
ま
す
。

み
が
さ
ん
と
い
ク
レ
ら
l

よ
り
よ
い
脈
川
町
を
：
．
o

◎
基
本
法
針

”
社
会
教
育
方
針
の
重
点
施
策
を
具
体

化
し
、
そ
の
中
心
的
役
割
り
を
果
た
す

た
め
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
と
で

も
を
原
則
と
し
て
、
み
ん
な
が
自
主
的

に
活
動
で
き
る
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の

公
民
館
活
動
を
展
開
す
る
。

・
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成

に
つ
と
め
よ
う
。

・
地
域
の
豊
か
な
文
化
を
育
て
よ
う
。

•
み
ん
な
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
と
め
よ
う
。

•
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
町
づ

く
り
を
し
ょ
う
。

0

施
設
の
充
実

◎
重
点
目
標

町
民
み
ん
な
の
集
い
の
場
（
茶
の
間
）

と
し
て
の
施
設
設
備
を
充
実
し
、
公
共

施
設
と
し
て
の
機
能
を
高
め
ま
す
。

0

幼
児
教
育

幼
児
期
の
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
の
人
問
形
成
の
基
礎
事
業
で
す
。
幼

児
期
か
ら
の
お
話
、
読
み
聞
か
せ
読
書

を
中
心
に
、
家
庭
に
お
け
る
親
子
の
心

の
通
い
合
い
を
重
点
に
、
少
年
期
に
お

け
る
読
書
習
慣
の
基
礎
固
め
を
図
り
ま

す。
・
図
書
活
動
（
お
話
文
庫
、
親
子
文

庫）

0

少
年
教
育

子
供
会
活
動
や
少
年
団
体
活
動
な
ど

集
団
活
動
を
と
お
し
て
、
役
割
分
担
、

協
同
意
識
を
育
て
、
自
主
性
や
協
調
性

を
高
め
、
た
く
ま
し
い
「
肱
川
っ
子
」
を

育
て
ま
す
。

平
成
四
年
度
肱
川
町
公
民
館
運
営
方
針

@
＠
⑱
＠
宮
⑭
⑱
⑮

⑬
⑮
⑱
⑨
⑦
 

・
わ
ん
ば
く
学
級
・

緑
の
少
年
隊

・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

・
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
健
康
マ
ラ
ソ
ソ
大
会

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

・
図
書
活
動
（
児
童
文
庫
、
な
か
よ

し
文
庫
、
人
生
文
庫
）

0

青
年
の
学
習

ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
、

二
十
一
世

紀
を
担
う
実
践
力
を
持
つ
青
年
を
育
て

る
青
年
と
し
て
の
教
養
を
深
め
、
社
会

的
役
割
と
責
任
を
自
覚
す
る
青
年
の
育

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

•
青
年
団
体
交
流
・
青
年
団
育
成

•
青
年
国
内
研
修

0

成
人
の
学
習

自
主
創
造
の
意
欲
を
お
こ
し
、
生
活

の
質
を
高
め
、
精
神
的
な
豊
か
さ
を
創

造
す
る
た
め
、
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
す
成
人
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

・
有
機
農
業
教
室
・
愛
護
班
活
動

・
図
書
活
動
（
部
落
文
庫
、
企
業
文
庫
、

分
館
文
庫
）

〇
婦
人
の
学
習

健
全
な
家
庭
づ
く
り
と
地
域
に
お
け

る
婦
人
の
役
割
り
を
正
し
く
認
識
し
、

教
養
を
高
め
、
輝
ぎ
の
あ
る
婦
人
の
育

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
婦
人
教
室
・
読
書
グ
ル
ー
プ

・
図
書
活
動
（
家
庭
文
庫
）

・
婦
人
会
育
成

0

高
齢
者
の
学
習

自
己
の
健
康
を
維
持
し
、
地
域
に
お

け
る
役
割
の
自
覚
、
社
会
の
変
化
に
対

応
で
ぎ
、
心
豊
か
な
生
活
を
営
む
た
め

の
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

•
お
四
国
学
級
・
老
人
大
学

・
文
化
財
め
ぐ
り

・
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

0

同
和
教
育

す
べ
て
の
住
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
よ
う
に
、
学
校
、
企
業
、
各
種
団
体

の
つ
な
が
り
を
強
め
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
の
明
る
い
同
和
教
育
を
推
進
し

ま
す
。•

第
三
回
熱
ぎ
風
心
を
開
く
人
権
集

会
・
校
区
別
同
和
問
題
教
育
懇

談
会
・
同
和
問
題
懇
談
会

・
企
業
、
事
業
所
、
各
種
団
体
の
同

和
教
育
・
役
場
職
員
の
同
和
教

育

・

同

和

教

育

講

座

・

子

供

会
育
成
事
業

0

視
聴
覚
教
育

活
字
の
文
化
か
ら
映
像
文
化
の
時
代

に
な
っ
た
現
在
は
、
映
画
や
ビ
デ
オ
等

視
聴
覚
教
材
活
用
に
よ
る
学
習
形
態
を

つ
く
り
ま
す
。

視
聴
覚
セ
ソ
タ
ー
の
教
材
利
用
及
び

録
画
ビ
デ
オ
等
に
よ
る
学
習
素
材
を
整

え
ま
す
。

・
映
画
館
の
開
催
・
大
洲
視
聴
覚

セ
ン
タ
ー
保
有
の
十
六
ミ
リ
映
画
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
各
講
座

・
学
級
に
お
け
る
教
材
と
し
て
の
積

極
的
活
用

0

文
化
活
動

『
文
化
の
香
る
町
』
を
め
ざ
し
て
、

地
域
に
ね
ざ
し
た
文
化
を
創
造
し
伝
統

文
化
の
保
存
、
継
承
と
併
せ
て
、
地
域

に
ね
む
っ
て
い
る
文
化
芸
態
の
堀
お
こ

し
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町
の
連
帯
感

を
育
て
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

・
文
化
グ
ル
ー
プ
サ

ー
ク
ル
の
育
成

・
文
化
協
会
の
育
成

創
作
館
活
動

・
地
域
文
化
の
掘
り
お
こ
し

・
文
化
芸
能
発
表
会

・
文
化
講
演
会

0

文
化
財
の
保
譲
と
活
用

ふ
る
さ
と
の
自
然
、
歴
史
、
民
俗
、

芸
能
等
、
す
べ
て
の
教
育
の
場
に
関
連

づ
け
理
解
と
認
識
を
深
め
ま
す
。

・
指
定
候
補
物
件
の
調
査

・
大
谷
文
楽
公
演

・
鎮
縄
神
楽
公
演

・
城
跡
標
柱
設
置

0

展
示
・
広
報
活
動

・
年
間
を
通
し
て
各
グ
ル

ー
プ
サ

ー

ク
ル
作
品
の
展
示

・
公
民
館
報
の
毎
月
の
発
行
（
住
民

の
紙
上
参
加
）

0

社
会
体
育

車
社
会
の
現
実
を
ふ
ま
え
、
運
動
す

る
機
会
と
場
所
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

現
在
、
自
ら
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

進
ん
で
参
加
す
る
社
会
体
育
を
推
進
し

ま
す
。•

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成

0

各
機
関
・

団
体
と
の
連
携

各
事
業
の
共
催
・
情
報
の
収
集

0

生
活
運
動
の
推
進

．
冠
婚
葬
祭
を
中
心
と
す
る
生
活
運

動
を
推
進
す
る
。

・
分
煙
運
動
の
推
進

•
あ
い
さ
つ
運
動

0

花
い

っ
ぱ
い
運
動
の
展
開

町
内
各
機
関
・
団
体
・
個
人
に
働
き

か
け
、
風
お
こ
し
運
動
の
一
環
と
し
て

肱
川
町
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す
る
活
動
を

展
開
し
ま
す
。
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町指定有形文化財

木造観世音菩薩立像

（肱川町柳部落）

舟山城跡（別名、高城）

設置に御協力頂いた、肱川町文化財

保護審議会委員 赤岩繁喜氏

町
内
で

一
番
古

い
仏
像
が
安
置
さ
れ

て
い
る
予
子
林
柳
部
落
の
観
音
堂
（
建

坪
七
・

三
2
m
)

が
こ
の
ほ
ど
立
派
に
改
築

さ
れ
、
境
内
に
新
し
い
木
の
香
り
が
漂
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
傷
み
が
は
げ
し
く
、

瓦
も
ず
れ
て
雨
淵
り
も
生
じ
る
状
態
で

し
た
が
渡
部
家
住
宅
保
護
財
団
よ
り
―

―

十
万
円
の
助
成
と
町
補
助
、
地
元
負
担

計
三
十
五
万
円
の
事
業
費
で
完
成
し
ま

し
た
。

助
成
を
受
け
た
こ
の
財
団
は
、
国
の

重
要
文
化
財
指
定
の
渡
部
家
住
宅
を
保

存
す
る
た
め
設
立
さ
れ
て
い
る
も
の
で

財
団
基
金
―
――
億
円
の
一
部
を
活
用
し
、

県
下
の
文
化
財
保
存
顕
彰
に
対
し
て
助

成
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

改
築
さ
れ
た
お
堂
に
安
僧
さ
れ
て
い

る
の
は
、
檜
材
一
木
造
り
の
観
世
音
菩

薩
立
像
で
、
平
安
時
代
後
期
の
作
風
を

町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
中

世
の
城
跡
舟
山
城
に
石
製
標
柱
（
高
さ

―
―
―五
セ
ソ
チ
、
ヨ
コ
八
•
五
セ
ソ
チ
、

タ
テ

一
八
•
五
セ
ソ
チ
）
を
設
置
し
ま

し
た
。

タ
カ
シ
ロ

こ
の
城
を
地
元
で
は
高
城
と
呼
び
、

上
小
藪
の
西
上
方
、
標
高
五
五

0
m
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

「
大
洲
城
砦
址
」

柳
観
音
堂
を
改
築

観
音
さ
ま
、
い
ご

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

舟
山
城
跡
に

標
柱
を
設
置

こ
ち
は

よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
昭
和

五
十
年
、
町
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

に
よ
る
と
「
別
名
、
高
の
城
と
も
言
い
、
一

大
野
直
安
の
家
老
加
藤
四
郎
左
衛
門
、
~

同
島
之
助
の
居
城
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
"

す
。

現
在
、
城
跡
に
は
高
城
神
社
が
建
~．
 

て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
年
間
ま
で
~

．
 

縁
日
に
は
、
祭
礼
相
撲
で
大
い
に
賑
わ
っ
~

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
標
柱
設
置
~

は
昭
和
六
十
二
年
、
県
教
育
委
員
会
に
~

よ
る
中
世
城
址
分
布
調
査
で
町
内
に
確
~

認
さ
れ
た
三
十
一
の
城
跡
を
保
存
す
る
~

た
め
に
整
備
を
す
す
め
て
い
る
も
の
で
~

．
 
．
 

．
 
．
 

す。

．
 
．
 

• 
．
 
．
 

．
 

．
 

．
 
．
 

．
 
．
 
．
 
．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

• 
．
 

．
 
．
 
．
 

．
 

．
 

．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

一

五
月
五
日
、
了
供
の
日
。

人
の
孫
を
連
れ
て
鹿
鳴
E

に
鹿
を
見
に
行
ぎ
ま
し
た
。

何
組
か
の
親
子
連
れ
の
客
が

来
て
、
鹿
と
遊
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
孫
も
嬉
し
そ
う
に

餌
を
投
げ
て
、
暫
く
楽
し
み

ま
し
た
。

帰
り
公
園
に
も
寄
っ
て
、
ブ
ラ
ソ
コ

や
滑
り
台
で
遊
び
ま
し
た
が
、
沢
山
の

親
と
子
供
の
グ
ル
ー
プ
が
来
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
子
供
の
日
を
子
供
た
ち
と
過
ご

す
、
微
笑
ま
し
い
風
景
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

公
民
館
に
用
が
有
っ
て
鹿
野
川
の
街

を
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
見
ま
し
た
。
残
念

な
事
に
軒
下
に
ほ
と
ん
ど
「
国
旗
」
を
見

る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
役
場
の

屋
上
に
ひ
る
が
え
っ
て
い
る
だ
け
で
し

こ。t
 「

祝
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
て
祝
い
ま

し
ょ
う
。」

と
頻
り
に
い
っ
た
の
は
、

遠
い
昔
の
こ
と
、
い
つ
の
問
に
か
国
旗
、

日
の
丸
は
、
国
民
か
ら
遠
い
存
在
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

お
そ
ま
つ
な
が
ら
、
昼
前
に
わ
が
家

に
も
国
旗
を
立
て
ま
し
た
。

立
て
る
の
を
見
な
が
ら

「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
な
あ
に
？
」

「
国
旗
っ
て
な
あ
に
？
」

「
日
の
丸
っ
つ
て
な
あ
に
？
」

「
ど
う
し
て
こ
こ
へ
だ
す
の
？
」

立
て
続
け
の
孫
の
質
門
に
ま
ご
つ
き

ま
し
た
が
、
や
が
て
、
孫
た
ち
は
両
親

に
連
れ
ら
れ
て
、
魚
釣
り
に
出
か
け
て

行
き
ま
し
た
。

K
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こ
の
数
日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道

さ
れ
て
い
る
ロ
サ
ソ
ゼ
ル
ス
の
黒
人
暴

動
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

四
月

二
十
九
日
（
日
本
時
間

三
十
日
）

に
、
黒
人
殴
打
事
件
の
白
人
警
官
無
罪

評
定
が
直
接
の
引
金
に
な
っ
た
が
、
そ

の
根
は
深
い
も
の
が
あ
る
。

―
つ
に
は
、
白
人
貧
乏
層
に
よ
る
黒

人
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
偏
見
や

憎
悪
が
動
機
と
み
ら
れ
る
各
種
犯
罪
の

急
増
し
た
こ
と
。

二
つ
に
は
、
差
別
さ
れ
て
き
た
小
数

民
俗
の
雇
用
、
教
育
を
促
進
す
る
た
め

に
約

二
十
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

基
本
的
措
置
に
つ
い
て
は
、
黒
人
の
雇

用
に
進
展
が
み
ら
れ
な
い
と
し
て
の
問

題
化
し
た
こ
と
。

三
つ
に
は
、
韓
国
の
人
た
ち
は
、
薄

利
多
売
で
一
生
懸
命
働
く
。
同
胞
意
識

が
強
い
。
黒
人
側
か
ら
見
れ
ば
、
共
存

し
よ
う
と
せ
ず
、
わ
れ
わ
れ
を
追
い
出

口 ス暴動について

予子林小学校

金井 碓頁

そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
ま
た
、

昨
年
三
月
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
、
韓

国
系
食
料
品
店
で
、
十
五
オ
の
黒
人
女

性
が
、
万
引
ぎ
を
し
た
と
思
い
込
ん
だ

韓
国
人
女
性
店
主
に
射
殺
さ
れ
る
事
件

で
、
店
主
が
執
行
猶
予
の
判
決
を
受
け

た
た
め
、
憤
慨
し
た
黒
人
側
と
韓
国
系

住
民
の
間
で
、
衝
突
が
相
次
い
だ
こ
と
。

以
上
の
よ
う
に
日
頃
か
ら
た
ま
っ
て

い
た
人
権
差
別
へ
の
う
っ
憤
、
黒
人
の

や
り
場
の
な
い
不
満
が
特
に
韓
国
系
商

店
に
向
け
ら
れ
爆
発
し
た
の
が
暴
動
の

始
ま
り
で
あ
る
。

ま
た
、
新
聞
に
、
「
今
日
は
、
私
は

自
分
が
米
国
人
で
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

今
日
、
私
が
気
付
い
た
こ
と
は
、
自
分

が
米
国
と
呼
ば
れ
る
場
所
の

一
隅
に
生

ぎ
る
黒
人
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
く
た
ば

れ
米
国
＇
•
お
前
は
再
び
私
を
あ
ざ
む
い

た
。
」
と
暴
動
発
生
後
直
後
に
紹
介
さ

れ
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
在
住
の
黒

人
市
民
の

書
か
れ
た
詩
の
よ
う
に
、
米

国
社
会
に
根
強
く
残
る
人
種
差
別
の
実

態
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
私
た
ち
日
本
人

に
と
っ
て
遠
い
国
の
出
来
事
で
あ
ろ
う

か
、
自
分
た
ち
に
は
、
関
係
の
な
い
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
う
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
出
来
事
は
、
私

た
ち
に
も
か
か
わ
り
の
あ
る
こ
と
で
す
。

世
界
の
平
和
、
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め

に
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の

前
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
同
和
問

題
学
習
会
、
研
修
会
、
集
会
等
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
他
の
人
の
意
見
を
聞
ぎ
、

な
お
、
松
山
シ
ネ
マ
サ
ソ
シ
ャ
イ
ソ

で
は
、
五
月

二
十
三
日
i
六
月

二
十
六

日
の
間
、
上
映
さ
れ
ま
す
。

場

所
人
場
料

淑

時期

刻 日

自
分
の
名
前
も
述
ベ

一
緒
に
学
習
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
自
分
自
身
、
学
習
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
学
習
し
て
も
忘

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
出
来

る
だ
け
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
て
学
習

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
水
平
社
創
立
七
十
周
年
記
念
事

業
の

一
環
と
し
て
、
住
井
す
ゑ
原
作

「
橋
の
な
い

川
」
が
、
次
の
よ
う
に
上
映

さ
れ
ま
す
。
二

十
世
紀
を
貫
い
た
魂
の

叙
事
詩
を
、
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
観

覧
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

六
月
六
日
（
土
）

第

一
回

一
四
：

0
0
ー

第

二
回

一
八
：

三

0
ー

大
洲
市
民
会
館

大

人

一
六

0
0
円

学

生

一
三

0
0
円

中
学
生

―
二

0
0
円

小
学
生

一
0
0
0
円

同
和
教
育
映
画
の

ご

案

内

心

の

健

康

お
四
国
学
級
第
十

一
期
生
が
、
四
月

二
十
一
日
ー

ニ
十
五
日
ま
で
の
間
、
愛

媛
県
と
徳
島
県
の

一
部
を
参
拝
し
、
ま

平
成
四
年
四
月
二
十
一
日
四
五
日
間

の
、
霊
場
廻
り
の
為
め
肱
川
町
を
後
に

出
発
す
る
。
木
の
芽
は
ふ
ぎ
、
時
期
の

花
は
咲
い
て
大
変
よ
い
季
節
に

二
回
目

の
お
四
国
学
級
の
途
に
つ
い
た
。
二

0

名
の
学
級
生
は
遍
路
姿
に
身
を
固
め
、

身
を
清
め
心
を
洗
い
て
各
霊
場
を
参
拝

し
な
が
ら
主
な
文
化
財
や
地
理
的
に
も

猪
本
館
長
の
説
明
を
受
け
又
教
育
的
に

も
指
導
を
受
け
つ
つ
、
昨
年
は
主
に
高

知
県
を
今
年
は
主
に
愛
媛
県
の
霊
場
廻

り
を
致
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
讃
岐
国
」

雲
辺
寺
千
手
観
世
音
菩
薩
本
尊
を
お
祭

り
し
て
あ
る
寺
を
参
拝
し
た
。
館
長
の

説
明
で
は
寺
の
中
で
も
一
番
高
い
山
頂

に
あ
り
て
本
尊
の
お
は
し
ま
す
所
は
海

抜
九
百
十
一
米
も
あ
る
と
聞
く
。
険
し

い
坂
道
を
登
っ
た
、
帰
山
さ
れ
る
見
知

ら
ぬ
お
方
か
ら
も
頑
張
っ
て
と
や
さ
し

く
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。
霊
場
廻
り
を

さ
れ
る
お
方
は
皆
ん
な
美
し
い
心
の
持

ち
主
と
思
っ
た
。

雲
辺
寺
本
尊
の
側
に
「
は
る
ば
る
と

雲
の
ほ
と
り
の
寺
に
来
て
つ
ぎ
日

を
今
は
ふ
も
と
に
ぞ
見
る
」
と
泳
ま

れ
て
い
る
詩
が
目
に
う
つ
り
深
く
感
銘

す
る
。
今
回
の
霊
場
廻
り
は
以
外
と
険

し
い
坂
道
と
石
段
が
あ
り
て
、
足
の
痛

さ
を
覚
ゆ
る
も
共
に
は
げ
ま
し
あ
い
の

自
助、

共
助
の
精
神
を
も
と
に
廻
っ
た
。

一
生
を
通
じ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
又
学
級
生
の
皆
様

が
各
霊
場
ご
と
に
頭
を
深
く
た
れ
合
掌

を
し
な
が
ら
一
心
に
お
祈
り
さ
れ
る
姿

は
何
と
も
言
え
ぬ
感
動
に
打
た
れ
た
。

家
内
安
全
、
藷
願
成
就
、
子
供
の
出
産

期
を
前
に
ひ
か
え
安
産
祈
願
等
母
な
れ

ば
こ
そ
の
感
じ
。
又
主
人
に
先
立
れ
た

奥
様
が
主
人
の
霊
に
供
養
さ
れ
る
姿
こ

そ
人
間
と
し
て
の
美
し
さ
に
深
く
感
動

さ
せ
ら
れ
た
。

現
代
の
科
学
の
、
め
ざ
ま
し
い
進
歩

は
一
見
快
適
な
生
活
を
私
達
に
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
同
時
に
戦
争
後

財
戦
の
た
め
、
神
も
仏
も
あ
る
も
の
か

と
、
来
世
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
私
達

の
多
く
に
は
極
楽
浄
士
と
い
う
、
目
差

す
世
界
が
あ
り
ま
し
た
。
私
達
の
心
の

内
に
は
、

子
供
を
育
て
上
げ
子
供
が
成

長
し
自
立
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
社
会

に
貢
献
し
た
あ
と
は
、
極
楽
浄
土
へ
い

け
る
よ
う
、
他
人
に
施
し
を
し
、
椿
本

中

津

部

落

宮

田

静

た
学
習
を
終
え
て
き
ま
し
た
。

学
級
生
の
感
想
文
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

゜
ぅ

お
四
国
学
販
弟
十

期
生
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ス
L
L

公
民
館
中
央
分
館
主
催
に
よ
る
子
供
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お

の
ど
自
慢
大
会
が
、
四
月
二
十
九
日
り
で
す
。

（
み
ど
り
の
日
）
に
鹿
野
川
園
地
屋

外

ス

〈

幼

稚

園

の

部

〉

テ
ー
ジ
で
新
緑
の
な
か
開
催
さ
れ
ま
し

0

の
ど
自
慢
大
賞

た

。

後

藤

愛

那

（

中

野

幼

た

ん

ぽ

ぽ

）

二
年
ぶ
り
に
行
な
わ
れ
た
こ
の
大
会

0

特
別
賞

で

は

、

幼

稚

園

生

か

ら

小

学

校

五

年

生

北

川

達

也

（

正

山

ひ

ま

わ

り

）

ま

で

の

約

四

十

名

が

元

気

に

出

場

し

ま

〇

努

力

賞

し

た

。

木

下

幸

江

（

正

山

ひ

ま

わ

り

）

〈
小
学
校
一
年
の
部
〉

0

の
ど
自
慢
大
賞

井
上
ゆ
か
り
（
中
野
小

一
年）

三
瀬
瑠
美
子
（
中
野
小

一
年）

0

特
別
賞

堀
川
史
恵
（
予
子
林
小

一
年
）

0

努
力
賞

藤
田
秀
幸
（
予
子
林
小

一
年）

〈
小
学
校
二
年
の
部
〉

0

の
ど
自
慢
大
賞

東
真
理
子
（
予
子
林
小

二
年）

0

特
別
賞

高
岡
正
幸
（
予
子
林
小
二
年
）

0

努
力
賞

上
川
恵
二
（
予
子
林
小

二
年）

〈
小
学
校
三
年
の
部
〉

0

の
ど
自
慢
大
賞

宮

田

大

（

予

子

林

小

三
年）

0

特
別
賞

上
岡
杏
子
（
中
野
小

三
年
）

亀
田
由
子
（
中
野
小

三
年）

久
保
田
裕
美
（
中
野
小

三
年）

0

努
力
賞

沖
野
文
美
（
中
野
小
三
年）

森
さ
ゆ
り
（
中
野
小
三
年）

〈
小
学
校
四
年
の
部
〉

0

の
ど
自
慢
大
賞

山
口
弥
生
（
中
野
小
四
年
）

山

口

彩

（

中

野

小

三
年）

〈
小
学
校
五
年
の
部
〉

0

の
ど
自
慢
大
賞

森
あ
す
か
（
中
野
小
五
年
）

和
氣
美
由
紀
（
中
野
小
五
年
）

0

特
別
賞

岡
田
さ
か
え
（
正
山
小
五
年
）

0

努
力
賞

三
井
礼
奈
（
中
野
小
五
年
）

館
長
さ
ん
の
お
話
の
中
に
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
「
和
願
愛
語
」
を
心
が
け
て
善
根

を
つ
む
べ
く
努
力
致
し
ま
し
た
。
老
後

は
来
生
へ
の
準
備
期
間
で
あ
り
、
精
神

の
充
電
期
間
で
あ
っ
た
。
今
の
科
学
の

時
代
の
私
達
に
は
既
に
あ
の
世
は
無
い

感
じ
が
し
ま
す
。
子
供
が
自
立
す
れ
ば

あ
と
、
ど
う
し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
い
う
仕
事
は
な
い
。
し
か
も

医
療
の
発
達
は
か
な
り
の
重
病
な
患
者

ま
で
も
命
だ
け
は
す
く
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
と
い
っ
た
、
目
的
の
無
い

「
生
」
が
続
ぎ
ま
す
。
日
頃
私
達
が
優
雅

に
グ
ル
メ
（
食
い
道
楽
）
を
楽
し
ん
で
い

る
時
、
寝
た
き
り
老
人
や
、
ボ
ケ
老
人

は
病
院
と
い
う
施
設
の
中
に
隔
離
さ
れ
、

私
達
の
さ
わ
や
か
な
楽
し
い
生
活
の
中

か
ら
追
い
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
「
人

は
涼
し
げ
で
上
品
な
、
ま
ま
で
は
死
ね

な
い
」
と
い
う
事
実
を
直
視
し
な
い
で

済
み
ま
す
。
老
人
と
弱
り
き
っ
た
最
期

は
他
人
に
か
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
老
人
達
の
椅
子
そ
こ
に
は

い
づ
れ
私
達
が
坐
っ
て
い
る
の
で
す
。

ボ
ケ
は
人
生
の
最
期
の
幕
で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
清
潔
で
上
品
な
姿
は
皮
を

一
枚

め
く
れ
ば
裏
側
は
も
と
も
と
こ
う
だ
っ

た
の
で
す
。
諦
め
る
他
あ
り
ま
せ
ん
。

私
達
に
出
来
る
こ
と

は
、
ボ
ケ
る
期
間
を

な
る
べ
く
遅
く
、
な

る
べ
く
短
く
す
る
努

力
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
こ
と
を
考

え
る
時
こ
の
お
四
国

学
級
は
健
康
づ
く
り

に
も
足
腰
を
き
た
え
、

心
の
健
康
ボ
ケ
防
止

に
も
、
大
変
よ
い
学

習
で
あ
る
こ
と
と
存

じ
毎
年
永
続
さ
れ
る

よ
う
、
出
来
る
だ
け

多
く
の
方
々
に
お
四

国
学
級
に
参
加
さ
れ

ま
す
よ
う
望
み
ま
す
。

ま
た
お
四
国
学
級
こ

そ
私
達
最
期
の
す
ば

ら
し
い

大
学
で
あ
る

こ
と
を
報
告
致
し
ま

す。
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から
町民遍動場で 山]~

今
年
は
、

19チ
ー
ム
参
加

議
員
さ
ん
チ
ー
ム
も

参
戦
し
て
面
白
い
”

第

二
十
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

が
、
五
月
六
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
十
九
チ
ー
ム
で
三
プ
ロ
ッ

ク
リ
ー
グ
戦
と
し
て
、
町
民
運
動
場
で

七
月

一
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

こ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
は
、

広
く
町
民
に
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
普
及
振

興
を
図
り
、
健
全
な
心
身
の
発
達
に
寄

与
し
、
相
互
の
融
和
と
協
調
を
図
る
と

い
う
目
的
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
、
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

。

今
年
の
参
加
チ
ー
ム
と
責
任
者
を
紹

介
し
ま
す
。

I部 リーグ Il部 リー グ

No チ ム 名 人 数 責 任 者

人

1 ヤ ン／ グ予子林 14 浜 田 律 朗

2 オール ド 予子 林 16 山 本 茂行

3 オ ノレ 中 居谷 15 永 田 喜洋

4 鹿野 川 アソパソマ、ノ 14 沖野 晃己

5 ミ ド ル予子林 18 宮田 勝 利

6 下 鹿野 川 セ・リーグ 14 和 気 俊次

7 大谷ギャー ト ルズ 17 久保 寿男

8 大 谷 メ ツ ツ 12 徳丸 寿晴

， 中 野 ド ック バッ ク 15 高 田 栄治

No チ ム 名 人数 責任者

人

1 3 K 12 谷本孝治

2 肱 川町 議会議員 20 森 繁夫

3 赤 岩 橋 12 土居 裕 二

4 月 ， 富永 典 継

5 小 藪 17 徳本 幹 寿

6 肱 川町 農業委員会 17 冨永 利 彦

7 山 槌 ． 道野尾 14 池田 伸浩

8 中野ファ イ ターズ 1 1 曽根 靖

， 岩谷パ ワ ズ 12 和 気 哲弘

10 上鹿野川バイキソマ、ノ 15 河野 圭 一
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十九 八七 六
位 位位 位位

今

治

市

月

原

宵

明

松

山

市

中

野

つ

ゆ

み

松

山

市

宮

尾

み

の

り

川
之

江

市

高

橋

鬼

川

大

西

町

佐

賀

山

亮

太

五
位
（
肱
川
町
文
化
協
会
長
賞
）

菊

間

町

藤

本

鬼

道

四
位
（
肱
川
町
公
民
館
長
賞
）

松

山

市

菅

野

華

泉

二
位
（
肱
川
町
教
育
長
賞
）

今

治

市

渡

辺

南

奉

二
位
（
肱
川
町
観
光
協
会
長
賞
）

肱

川

町

中

居

善

信

一
位
（
肱
川
町
長
賞
）

松

山

市

高

畑

俊

正

成

績

第

二
十
一
回
鹿
野
川
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ま
つ

り
川
柳
大
会
が
、
四
月

二
十
九
日
に
肱

川
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
み
ど
り
の
日
で
県
下
各
地

か
ら

一
―
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

成
績
と
入
選
句
を
紹
介
し
ま
す
。

0
春

大

洲

市

大

野

水

津

子

選

き
っ
と
出
る
青
を
信
じ
て
赤
へ
行
っ

松

山

市

菅

野

華

泉

0

内

気

野

村

町

篠

藤

象

心

選

転
校
へ
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
内
気

松

山

市

宮

尾

み

の

り

0

気
品

菊

間

町

中

川

能
面
の
気
品
は
眉
を
細
く
描
く

肱

川

町

中

居

善

信

0

ピ
ン

チ

川

之

江

市

高

橋

鬼

州

選

ビ
ン
チ
に
も
母
は
正
座
を
く
ず
さ
な
い

松

山

市

高

畑

俊

正

〇
魅
力

大

西

町

佐

賀

山

亮

太

選

百
姓
の
魅
力
芽
が
出
た
実
が
成
っ
た

野

村

町

松

井

美

代

子

0
燃
え
る

今

治

市

渡

辺

南

奉

選

完
全
燃
焼
伊
藤
み
ど
り
へ
あ
り
が
と
う

松

山

市

宮

尾

み

の

り

〇

捨

て

石

宿

毛

市

大

西

白

雨

選

天
を
突
く
杉
捨
て
石
に
な
っ
た
祖
父

肱

川

町

中

居

善

信

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ま
つ
り

川

柳

大

凡
洲
選

|
 

0

三
枚
目

宇

和

島

市

結

城

寂

坊

選

根
回
し
を
気
付
か
な
か
っ
た

三
枚
目

宇
和
町

水

田

大

升

0

波

紋

松

山

市

菅

野

華

泉

選

槽
の
し
き
み
波
紋
し
ず
か
に
岸
を
な
で

宿

毛

市

栗

原

昌

子

〇
十
八

番

今

治

市

月

原

宵

明

選

里
の
母
何
時
も
の
味
で
待
っ
て
く
れ

宿

毛

市

西

村

君

子

会

にだ合 切 いて い不た六ん休い近んに業と学 うたなにいの ま行 ー ニ
かちい社なまか人 一 思り人とみるくで違後同校幼にりれかけかいしくそ年＝
連もな会人すらは緒議飲でかのかでいうそじ‘稚あまたあれわつた予のぶぉ t
？ ；嘉；昌そ° tt t ; tt t 胃［二靡~門］慶：て累園 i ；門夏竺誓贔゚ 詈悶戸：ぶ

す
- ― り

な ま多な人のされ°ら、し、な‘て ゜ 進 れ 卒 校 小 。 よ あ み な な が 立レ集とに
くすくるで中ん 言てオまぃ幼

ゑふ茫宮言こ否1̂  -「:／;）8;〉ちへ」 1竺 亡翌 t口芝

五：I ずV9 木tEBちする 1 ]口：
ら

ば 長 そ 忘 だ し ‘ す
ずにどてね 二 思て人人人し、あなえも りは見がそしのれち頃。
ー な‘別こ人一いいとか 一 つりいるかこまなて‘れて頃てなの
緒りいれ で今まき輪ら緒• まま淋かわれせりる今まいのしの友
に Iつたと会度すたを七でですしわらかんた大だでな自まで だ

い かけ 言 ぉは°い広人‘もがさかずら°く人けでい分うす ち

た 親れ つ う 十 とげ八六六‘もら会先 あにをすのにこ゜し円
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6月の行事予定表
1 ．肱川町防災の日

6 
5 ・行政相談 .. 

5 • 22 .，心配ごと相談

10-18 ・結核レソトゲ‘ノ・成人病検診

22~26 ．胃がん検診

29 ・税金等出張受入れ ・

下旬 町議会定例会
·• 

月 定例部落長会（休会）
I 

6/  1 ~ 9 / 15まで町民プ-ノじ使用言
ヽ

6月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

7 日
／」ヽ J 11 医 院
（ 内 子 町 ） 

44-2815 

（日）
松 尾産婦人科医院

24-5803 
（ 大洲市中村）

1 4 日
古 J 11 医 院

（ 内 子 町 ） 
44-2407 

（日）
池 田 医院'

（大洲市東大、洲）
24-3100 

2 1 日
町 田 医 院

（ 内 子 町 ） 
43-0211 

（日）
清家産婦人科医院

24 - 6868 
（ 大洲I市東大洲）

2 8 日
成 田 医 院

（ 内 子 町 ） 
47-0061 

（日）
泉： 医 院

（大・洲市東大沙卜I)
24-6407 

※変更になる場合がありますので前もって連絡してから

お出かけ下さい。

救

日

急 病 院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火
大洲市立病院 24-2151 （大洲市大沙1i)

水
カn 戸 病 院

24-5101 
（大沙［•[市若宮）

木 ～日
大 洲中 央病 院

24-4551 （大沙［、［市東大沙卜［）

6
月
3
日
（
水
） 程

：
 

ー

午

前

9
時
3
0
分

1
1
2
時

保
建
セ
ン
タ

場

◎
幼
児
教
室

※6月4日（木）予子林公民館は
7月22日（水）に変更になりま

した。

6 6 6 6 6 日月 月 月 月 月
26 25 24 習 22 
日 日 日 日

金̀‘ 杢 7.K 天 ．月． 程

保 事農 言大 醤 大
場健 業協 黎セ J 11沙［｛ 七

ン／．所：工縫 ノ` 靡夕 篇製
夕

所I 前林 I 目-I-J 

鸞 胃
9 1 8 

闘時 時

一
午
後

1

時

1

2
時

6
月
9
旦
火
）
一
保
健
七
ン
タ
ー

◎胃がん検診

屑 肩 6 日
18 15 月
日 日 10 
‘̀木̀  ’ 

、ヽ月、→ 

日 程

森 白 大 中 根〖 場
集 石 谷 津 集

集 公 集
会 会 民 会 会

所 所 頂官 所 所 所

午 午 午 午 'i午 午 だ又

／後 ／前 ？後 ／前
2 後を 1前 付1 

2 1 1110 2 1 1110 時30時30 1110 時

時時 時時 時時 時時 分分 時時
r曰1

日

程

一

場

所

一

受

付

時

間

日
。
日

◎

6
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

6
月
15
日
（
月
）

（
出
す
の
は

6
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
の

越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・
中

野
（
篠
谷
・
滝
山
）
・
上
森
山
・
八
重

栗

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人
病
◎
1

歳
6

か
月
児
•
3

歳
児
健

検

診

康

診

査

松山地方法務局大；州支局より
完全土曜閉庁のお知らせ

完全週休 2日制の実施にともない 5月 1日より土曜

日はすべて休みとなります。

皆様方には御不便をおかけすることになりますが御

協力を賜りますようよろしくお願い致します。

6
月
9
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
不
用
犬
回
収
日

時

▽
日

上
嵯
峨
谷
和
氣
栄

一
さ
ん

二
女
誉
幸
ち
ゃ
ん

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

均

⑤
ご
結
婚
お
め
で
と
う
⑮

ご
ざ
い
ま
す
⑮

⑮
 

⑮
 

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

冨
永
員
二
さ
ん
（
肱
川
町
影
地
）

岩
本
明
美
さ
ん
（
大
洲
市
）

岡

広

樹

さ

ん
（
肱
川
町
道
野
尾
）

森
本
美
香
さ
ん
（
大
洲
市
）

*

＊

*

＊

＊

|

＊

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊
 

＊
 

*—***** 

波
さ
ん
(81
歳）

道
野
尾

上
甲

自
衛
隊
で
は
、
陸
上
、
海
上
、
航

空
の
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
：

18
歳
以
上
ー
27
歳
未
満

入
隊
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
肱
川
◎
行
政
相
談

▽

日

時

6
月
5
日
（
金
）

町
役
場
総
務
課
、
ま
た
は
自
衛
隊
愛

媛
地
方
連
絡
部
大
洲
募
集
事
務
所
午
後
1
時
30
分

i
4
時
30
分

(
T
E
L
二
四
ー
四

――

―三
）

ま

で

御

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

連

絡

く

だ

さ

い

。

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-―
一
四
ー
ニ
五

0
八

*＊＊＊＊* 
＊ 

＊ 
＊お誕生おめでとう

ございます＊
＊ 

＊ 
*＊＊＊＊＊ 

6 6 相
月 月

談22 5 
日 日

月 金
日

宮久 藤福 担

田保
高田 当

工 相
義正 ミ 談

盛幸 力保 員

▽

場

所

▽

時

間

午
後
1
時
30
分

1
4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

面

■:
霞
函
璽

◎
心
配
ご
と
案
内
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